

































































































’27 ’28 ’29 ’30 ’31 ’32 ’33 ’34 ’35 ’36
ア　メ　リ　カ 89 93 100 81 68 54 64 66 76 88
イ　ギ　リ　ス 96 94 100 92 8484 88 99 106 116
イ　タ　リ　ア 89 92 100 92 78 67 74 81 92 95
オーストリァ 99 99 100 81 69 60 62 68 77 81
カ　　ナ　　ダ 83 93 100 85 71 58 60 74 81 90
スウェーデン 84 89 100 99 9590 96 116127 123
チ　　　　　リ 74 81 100 101 78 87 96105 120126
ド　　イ　　ツ 102 99 100 86 68 53 61 80 94 106
日　　　　本 83 90 100 95 92 98 113128 142 152
ノルウェー 81 90 100 101 78 9394 98 108 115
ハンガリー 96 98 100 94 87 77 84 98 111 129
フ　ラ　ン　ス 79 91 100 100 8969 77 71 67 70























1929 19301931 19321933 1934 19351936
国民総生産（時価） 103．1 90．4 75．8 58．0 55．6 65．1 72．282．5
（1） （100） （87．7） （73．5） （56．3） （53．9） （63．1）（70．0） （80．0）
9■9曹曹●■●曹曹9匿9●●9曹曹9●曽●曹9曹一曹曹曹曹曹曹．．「，，， 雪．曹99，曹幽9・曹曹一 曽曹・・一曽幽・曹曹曹・・ 曹一．一・・9曹曹曹9・ 匿曹一．．冒．曹雪，．層， ，，，，．．，一，，．．9 一．曹・匿．匿曹．冒冒層一 一・幽・・一匿9曹曹．・
鉱工業生産（1） 100 83．6 66．7 47．6 48．1 61．3 71．18 6
・・幽一一・幽・曹一圏一一一幽一一幽一幽一一一一一 一一一一一一一幽曹9曹曹曹 ・虚曹o曹虚一一幽一一一一 ・幽幽幽一幽一一・暫幽圏・ 一・・幽幽・曹曹暫幽o・ 曹曹・幽曹曹9曹・曹曹9， 曹曹，曹9曹曹曹．・9・o一幽幽・曽一曹．・・9曹曹 ■層，，一虚一曽一曽．・
製造業雇用者1時 100 100．5 103．8 97．1 105．6 110．4 117．7 118．5間当り生産高
層，曹雪曹．冒曹曹曹匿匿曹9曹．曹曹匿．曹冒曹，曹 曹匿曹，，一一一一一一一一 一一一一一一一，雫，，，， ．冒冒冒冒，曹曹，，．冒冒 ．冒，層冒，，層，，，甲 一一一一一一一醒一一一一一 一一一一一一一一一一一一一 ，雫，，｝甲一，雫一一一一 幽・幽・99曹曹曹一．．
国民所得（1人当り・ 705 625 531 401 374 427 474 535
時価）（2） （100） （88．7） （75．3） （56．9） （53．0） （60．6）（67．2） （75．9）
曹曹曹曹・9・9・曽曹一曹・曹曹曹曽曹・・9曹曹曹 9曹曹曹．．．，一，一一一 一一一，，．層曹曹曹曹曹曹 ．－9．9曹曹曹曹一．曹匿 曹一一．曹冒曹．，一冒冒 ，．．冒｝，，，雫一，一一 一一一一一，一一一甲，，， 冒，冒，，，，層，，雫，， ，，，甲甲一一■一一一一
常用雇用者年間所 1，543 1，488 1，3691，150 1，086 1，153 1，216 1，287
得・工業（2） （100） （96．4） （88．7） （74．5） （70．4） （74．7）
?（?．???
（83．4）
一一一，，，甲，，，，，，，一，雫｝，一一一一一一 一一一一一一一冒冒暫一暫一 一曹冒一一一一一■■一一一 一一幽幽幽・一一幽幽・圏一 幽・・圏・9曹・・幽・一 曹・・幽曹曹曹・・999曹 曹・曹99曹一曹．・99曹99曹曹曹曹，一匿曹一曹曹 ．．．．冒層，，雪，冒冒
同・農林漁業（2） 401 388 315250 232 253 288 308
（100） （96．8） （78．6） （62．3） （57．9） （63．1） （71．8） （76．8）
曹曹一．．匿曹曹．．．一一匿一一．■．曹匿曹冒冒． 曹．．層一，一一一一一一一 一一一一一一一，一一一一， 一一，，，，，，，，冒冒F 騨，，，雫甲7，一，幽一 一一一一一■一一一一一一冒 一一一一一冒曹幽一一・幽曹 …曹・曹曹・…匿曹 ．．．一匿曹匿9曹曹冒．
総国内民間投資（3） 14．5 10．6 6．8 3．4 3．0 4．1 5．3 7．2
（100） （73。1） （46．9） （23．4） （20．7） （28．2） （36．6） （49．7）
・暫幽幽幽・暫幽・・…曹・・…9曹曹・・9 曹・一・曹・9曹曹曹曹．一 匿匿．曹曹一一．匿匿曹一曹 ．冒冒冒匿一曹曹曹．冒冒冒 ．一冒冒冒冒■．，，雫一 一一雫一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一幽一 一幽幽一虚・一・…曹曹 ・．…■■匿曹曹．．
農産物価格指数 100 84．5 58．6 44．8 48．3 60．3 74．1 77．6
一・幽一一一噂一一幽一幽一曹一一一一一一一一一一一 一一一一一一一冒冒一一一一 冒冒一噛幽幽幽暫曹曹… 曹9匿9．・．．一・9匿曹 ．匿9匿匿曹一．冒冒，雪 冒，，，一一．一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一 一一幽一一一一幽幽・暫幽一 ・・…－9曹曹一・・
消費者物価指数 100 97．4 88．6 79．6 75．7 78．0 80．0 80．8
一一甲一｝一一一一一一幽一一一一一一一一一一一一一 一一一一■一一一一一一一一 冒■一一一一一曹・一・・幽 曹・・曹・9・9・9－一一 匿曹曹曹一一曹曹曹雪層， 一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一 一一幽一一幽幽幽曹・曽・・ ・・9・．曹曹・一・9一
株価（普通株平均） 100 80．8 52．5 26．6 34．4 37．8 40．759．5
幽幽幽・幽曽・…曹・…幽曹一曹9・・曹曹曹 噛曹曹曹曹冒冒噛冒一冒曹曹 ■・暫曹9曹曹・曹・曹曹曹 ．曹一．曹曹曹曹匿雪．冒冒 ，層冒層，，甲，一一一一 一一一一一冒一一一一一一■ 冒一■一一一冒冒曹曹・・幽 曹・・99曹・匿一．9曹匿 曹．．曹冒，冒冒冒冒，，
失業者（万人） 155 434 802 1，206 1，283 1，134 1，061903
・■・曹9囑一一匿曹曹匿匿．曹冒，，，層層冒曹，， ，雫，一，，，層，，一，一 ，一一一一雫一，，，雫，， 一一一一一騨一一■一・幽幽 一幽一一幽一一一幽幽・曹 曹・曹幽曹曹曹曹9曹曹曹層 曹曹．．曹，，一辱層，一， ，，甲”，“一甲，F一一一 一一一一幽幽幽一幽一曹幽






















































































































































































































































































































































G　M Ford Chrysler 総　計
1931 818，512　（100．0） 532，004　（100．0）228，435　（100．0）1，908，016　（100．0）
（42．9） （27．9） （12．0） （100．0）
一一，，，冒層，層，，，，，一，冒 冒，，冒．冒冒．雪曹囑9999曹・・一一曹冒・曹曹曹99曹 ，曹一・．匿曹曽曽一・曹一曹畠一一・一…曹曹9曹曹曹 曹一9曹曹曹曹曹．99，，，，曹，曹曹曹・曽曹一曹一醒一一 一一｝，，冒r層，，，，“，，一雫虚暫一幽幽・99一曹曹
1932 450，899 262，106 191，364 1，096，399
（41．1） （23．9） （17．5） （100．0）
曹曹…一曹一曹曹一．・・曹9・ 噛曹・幽一〇一一一一一一■一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一虚一一一一，一冒層，雪■冒冒冒冒，騨，，一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，，冒 雪曹．．9曹曹曹曹一99曹曹・一匿・囑匿一．．9一冒，，
1933 643，348　（78．6） 317，035　（59．6）38 ，6 6　（168．8） 1，493，794　（78．3）
（43．1） （21．2） （25．8） （100．0）
一幽一幽一一一一一一一一一幽・幽一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一，，，冒冒．一．冒匿匿曹曹．．．冒冒冒 層，，甲一甲雫一，，，一一一一騨一一一一一，一曹．冒曹曹曹 一・9曹曹曹・一．9曹曹．・・．曹…99曹曹曹曹・・
1934 747，193 533，542 432，195 1，888，557
（39．6） （28．3） （22．9） （100．0）
冒冒冒9匿匿曹曹曹曹一．冒冒，層曹 曹．曹曹匿曹曹曹曹曹曹曹曹，曹9曹曹曹■曹虚9曹，雪曹．． ，曹，曹一曹匿曹曹9曹・・幽・・o曽一曽曹暫…9曹9 一・9曹曹曹曹曹・9曹曹曹曽・一曹曹・・一幽噛一噛一一一一 一一一一一一一一一一幽一畠幽幽｝一幽幽幽幽幽一一幽一幽9
1935 1，040，522　（127．1）828，880　（155．8） 629，243　（275．5）2，743，908　（143．8）
（37．9） （30．2） （22．9） （100．0）
・・…曹暫一・幽・…曹曹匿 曹…9曹一暫一一一冒一曹一一冒一一一一一一■一冒冒幽幽 ・・曹暫一・幽幽一幽一圏一一一一一｝一一一一一一一・幽幽 暫圏・一噛曹暫一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一甲一一一一一一雫一7願甲雫一一，｝甲，，一一一一1936 1，452，860 764，121 851，881 3，404，497
（42．7） （22．4） （25．0） （100．0）
一一一雫甲，，，冒，，一願一一｝， 一一一｝一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一，，冒■，■冒，，，｝醒，甲一一一一 暫一一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一甲甲｝“¶一冒，｝｝，甲，，，冒，，一一一一一一
1937 1，385，280　（169．2）791，175　（148．7）883，577　（386．8） 3，483，752　（182．6）
（39．8） （22．7） （25．4） （100．0）
999曹・…■・・曹曹曹・一一 一9曹曹一曹一●●曹9●幽曹●曹曹●■9一曹曹曹曹●●暫O ・曹…－9・・曽・・－9曹・囑．・一冒曹匿曹曹曹，． 冒冒，，層，，，一一，一一一雫一一一一一一辱一騨雫7．，雪 曹一曹匿曹曹一一曹冒匿曹一一■■曹．．曹冒曹曹，，，，，
1938 832，153 387，514 472，565 1，891，021
（44．0） （20．5） （25．0） （100．0）
曹曹曹一一曹曹・匿匿9曹曹曹．．． 冒曹．一冒曹冒曹曹曹．曹，，，層，曹，雪層層，層曹曹曹曹・ 曹囑9曹曹曹一…曹一一一曹曹一冒冒冒，，層，一甲一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一幽幽■
1939 1，137，167　（138．9）567，320　（106．6） 641，299　（280．7）2，653，377　（139．1）
（42．9） （21．4） （24．2） （100．0）
雪，，層．冒冒，冒冒，，，冒冒冒， ，甲甲一一，一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一， ，冒曹，■■冒冒曹冒，，冒，冒，，，一，一一一一一・幽幽 曽暫・99■9曹曹曹曹暫冒曹曹幽幽冒冒■一幽幽幽一曹一幽幽 ・幽曹幽幽・・・・…曹曹曹曹匿匿匿曹曹一■．冒冒冒，
1940 1，608，078 644，177 809，405 3，415，905
（47．1） （18．9） （23．7） （100．0）
匿曹曹曹．．冒冒冒冒冒，，，冒冒． 冒曹層，，，，，，一一一一一一一一一一一一一一甲一曹雪，． 9曹匿曹曹一一■匿一冒冒，冒冒冒冒，，，一一一一・一一一 9冒幽幽・幽圏噛冒幽一一冒曹冒幽一幽一幽曹幽幽一一■幽■暫 ・・曹曹…99曹一・匿曹曹曹一匿匿冒冒，曹冒，，甲一
1941 1，765，695　（215．7）702，656　（132．1） 901，779　（394．8）3，7 1，166　（195．6）
（47．3） （18．8） （24．2） （100．0）
資料：“Automotive　News　1968　Almanac．「t下川浩一　『世界自動車産業の興亡』　講談社，1992，129頁。
果たした成果のひとつである。
　1930年代における自動車業界のもうひとっの特色は，恐慌時の打撃を巧みに利用しながら，
急速に市場の独占体制が不動のものになったことである。
　かつて1870－90年代の自動車の草創期に自転車メーカー，馬車メーカーなどから自動車メー
カーに転身したもの，あるいは場末にあって興味津々で自動車の試作に励んでこれを企業化し
たものが乱れて群生した。この時期のアルバート・A・ポープ（Pope），アレキサンダー・ウィ
ントン（Winton），ステユードベーカー兄弟（Studebaker　brothers），W・C・デュラント
（William　C．　Durant，1861－1947），ヘンリー・M・リーランド（Leland），ヘンリー・フォー
16　　　　　　　　　　　　　　『明大商学論叢』第82巻第3号　　　　　　　　　　　　　（16）
ド（Henry　Ford，1863－1947），ランサム・E・オールズ（Olds），ダッジ兄弟（Dodge
brothers）などがその代表的人物であった。
　そして，自動車業界の群雄割拠時代は20世紀に入っても依然続き，1904年に35社のメーカー
であったのが，その後も群生あるいは消滅を重ね，1921年にはかえってその数は増して88社と
なった。こうして1927年までに設立された自動車メーカーは通算約1，000社にのぼったといわれ
る。しかも1903年から29年の問に実際に自動車を生産し，販売した会社は181社であり，そのう
ち1927年までに137社が自動車業界から姿を消したという目まぐるしい浮沈を経験した。
　この間に，徹底的に実用化と安価をねらって製作されたフォード社のモデル「T型」が爆発
的にヒットした。これに対応するべく部品・工具の標準化を通じた互換性と移動式組立作業の
導入（やがてベルト・コンベヤーを採用），徹底した工程別分業，各部品の同時的仕上げによる
連続的作業の完成など，のちに「フォーディズム」といわれるようになった独自の量産体制を
確立するのに成功した。廉価と簡単な操作，それに悪路でも耐えられる堅牢性，修理の容易性
などが重なって，フォード社は業界のトップをしばらく走ることになる。これに対抗する有力
メーカーGMは斬新な事業部制を含む近代的な経営管理と市場調査に裏付けられて所得層に応
じた車種を売り出して人気を博し，やかてフォード社を追い抜いた。しかし，フォード社の自
動車業界における先駆的業績は，その大半のノウハウが内外の他社に存分に引き継がれたので
　　　　　　　　　　　　　ωあり，その功績は絶大であった。
　恐慌期には自動車業界の生産沈滞が続くなか，企業格差がはっきりし，GM，フォード，ク
ライスラーのいわゆる「ビッグ・スリー」の市場シェアは80－90％に達した。これに対して，ハ
ドソン（Hudson　Motor　Car　Co．），ナッシュ（Nash　Motor　Car　Co．），パッカード
（Packard　Motor　Car　Co．），ステユードベーカー（Studebaker　Brothers　Manufacturing
Co．）などのメーカーは，ますます苦境に追いやられた。また，「ビッグ・スリー」の3社間の
熾烈な競争は，不況脱出をめぐって続き，GMの首位の座は1931年から揺るがず，1936年には
a2）1910年代後半から1920年代にかけて，アメリカの自動車メーカーの，とりわけ「ビッグ・スリ
　ー」の市場獲得をめぐる経過と，経営管理の推移，海外戦略などについては，以下を参照。A．
　Nevins，　Ford：the　Times，　the　Man，　the　Company，1954．，　do．，Ford：」ExPansion　and
　Challenge　1915－1933，1957．，do．，　Fo　rd：1）ecline　and　Rebirth　1933－1962，1963．
　Charles　E．　Sorensen，　My　Fo勿｝’ears　with　Ford，1956（高橋達男訳『フォード　その栄光
　と悲劇』ダイヤモンド社，1968）．Alfred　P．　Sloan　Jr．，My　Years　with　General　Motors，
　1963．（田中融二，狩野貞子，石川博友訳　『GMとともに』ダイヤモンド社，1967）．J．B．Rae，
　The　Amen’can　Automobile，1965．（岩崎　玄，奥村雄二郎訳『アメリカの自動車』小川出版，
　1969）．，J－P．　Bardou，　J－J．Chanaron，　P．Fridenson，　J．M．Laux，The　Automobile　Revolu－
　tion，1982，　Chapt．7．　N．Lichtenstein，　S．Meyer，　ed．，　On　the　Line，　Essays　in　the　His一
　ホo矧of　Auto　Work，1989．下川浩一『世界自動車産業の興亡』講談社，1992。同『フォード』
　東洋経済新報社，1972。　同　『クライスラー』　東洋経済新報社，1974。　山崎　清　『GM』　中
　央公論社，1969。
（17）　　　　　　　　　　世界恐慌期におけるアメリカの自動車産業　　’　　　　　　　　17
乗用車市場の約43％を占めるにいたった。これに対して，フォードの地位は下がり（市場シェ
ア22．4％），この年にはクライスラーの市場シェアが25％となって第2位に浮上した。
5　むすび
　アメリカの経済は，ニューディール政策を旗印に景気回復策を推進したが，回復は遅く，
1938年までの期間は恐慌前のピークに届かなかった。この点，第1次世界大戦の敗戦国ドイツ
はナチス政権の熱狂的な排外政策に酔いしれて軍事力の充実を中心に経済指標はいずれも底上
げしてきたのと対照的である。
　外部環境はがらりと変わろうとしていた。経済ブロックの障壁は輸出の沈滞を増幅させたし，
もっと手ごわいのはファシズムの急速な台頭であった。30年代後半は，国際的緊張を口実に，ア
メリカにおいても積極的に経済の軍事化を進めるなかで，経済危機を脱しようとしたのである。
この時期，自動車業界が経営多角化への転換を推進したのは，この軍需受注に深く絡んでいた
からである。経営首脳陣と政府との接近は，まさにその線に沿った経営政策の一線上に敷かれ
た打開策であった。
　確かに，世界経済の回復を議題にすでに1933年6月，66力国が参加してロンドンで国際会議
が催されている。この会議ではアメリカのドルの安定策を迫ったが，しかしアメリカは平価の
切り下げを密かに決意していたためにこれを拒否した結果，議場は大混乱となった。また関税
の引き下げの折衝も不発に終わった。各国がブロック化を深めるなかで，経済協力を結ぶ糸は
切り離され，これ以降は，資本主義諸国は独善的に他のブロック圏に対する排外政策が優先さ
れた。これらの隙路を取り去ることなく，ついに第2次世界大戦を誘発することになる。また
も物心両面にわたる多大な犠牲を支払わなければならなかった。
　ここで挙げたアメリカの自動車産業も，経済の軍事化に一役買ったことはいうまでもない。
とりわけGM社が軍需受注に積極的であったのが目立つ。ジョン・レイの指摘によれば，第2
次世界大戦が終結するまで，自動車産業では総額290億ドルの軍需品を生産し，これは軍需品
のアメリカにおける総生産額の実に5分の1を占めたという。そのうち，「ビッグ・スリー」が
全体の20％中13％を占めていた。内訳は，GM社が138億ドルで8％，フォード社が52．6億ドル
で3％，クライスラー社が33．9億ドルで2％を占めた。まさに軍需生産の継続によって，恐慌
時の不振を取り返したのである。
　自動車の誕生は，本質的に人々の交通手段の一翼を担って，陸路を広げ，広範囲にわたる経
済・社会そして文化的交流に貢献する特性をもっている。ヘンリー・フォードによる「T型」車
が広く受け入れられたのは，この原点ともいうべき性質をほぼ備えていたからにほかならない。
大衆に廉価で，しかも絶えず機能性と質的充実を図り，環境問題をとくに配慮し，安全装置を
格別に配慮する車こそ，人々が求めているのである。
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　転じて，先端技術を内蔵する自動車を生産する機械・設備は，いつでも軍事工業に移行でき
る危険性を絶えず孕んでいるのは，第2次世界大戦の章重な経験から実証してくれる。企業の
社会的責任がよく取り沙汰されるが，言行一致の難しさを克服する，とりわけ経営首脳陣の決
断が組織的にも個人的にも緊急な課題となっていることはいうまでもない。
